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病虫害は少ない。 

枝分れが少ないため剪定は不要。古株や

大きくなりすぎた株は、春に上部を切除

し再度萌芽させると低い状態で維持でき

る。1株だと目立つので数株寄せ植えに

して順次更新するとよい。 

林床など明るい日陰と腐植質の湿り気の

ある土壌を好み、強い日差しと乾燥を嫌

う。冬枯れの時期に色づいた実が添景に

なる。周囲の木々に埋もれないようにす

ると効果的。 
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マンリョウは古典園芸植物。江戸時代に育種、

改良され、独自の発展を遂げた園芸植物のひと

つ。 

Memo 

実が白い「シロミノマンリョウ」と黄色い「キ

ミノマンリョウ」があるが、黄色の色合いは薄

く、クリーム色に近い。他にも、縁起植物とし

て大きな赤い実がなる「宝船」や斑入りの園芸

品種に人気がある。実が色づくと、タネと共に

野鳥に運ばれ、思わぬ場所から芽を伸ばす。 

生長：やや遅い 特 記 
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